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平成26年4月14日 

各  位 

東京都品川区南大井6丁目28番12号 

会 社 名 株 式 会 社 大 庄 

代表者名  代表取締役社長 平   辰 

 （コード番号 ９９７９ 東証第１部） 

     問合せ先 専務取締役 水野 正嗣 

(ＴＥＬ０３-５７６４-２２２９) 
 
 

第２四半期業績予想との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 平成26年2月12日に公表した平成26年８月期第２四半期累計期間の業績予想と実績との差異が生じましたので、

下記の通りお知らせいたします。また、通期業績予想を修正いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 
 

記 
 

１．業績予想との差異及び修正について 

（１）連結 
第２四半期累計期間連結業績予想値との差異（平成25年9月1日～平成26年2月28日）             (単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 37,220 △140 △180 △230 △11円12銭

実績値（Ｂ） 36,830 △443 △494 △528 △25円56銭

増減額（Ｂ－Ａ） △390 △303 △314 △298 －

増減率（％） △1.0 － － － －
前期第2四半期実績 

(平成25年8月期第2四半期） 
38,546 594 535 48 2円37銭

  

通期連結業績予想の修正（平成25年9月1日～平成26年8月31日）                      (単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 74,200 70 20 △330 △15円95銭

今回修正予想（Ｂ） 72,920 △860 △920 △1,070 △51円73銭

増減額（Ｂ－Ａ） △1,280 △930 △940 △740 －

増減率（％） △1.7 － － － －
前期実績 

(平成25年8月期) 77,680 1,370 1,279 163 7円88銭

 

（２）個別 
第２四半期累計期間個別業績予想値との差異（平成25年9月1日～平成26年2月28日）            (単位：百万円) 

 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

1株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 32,500 △160 △200 △240 △11円60銭

実績値（Ｂ） 32,113 △463 △509 △511 △24円72銭

増減額（Ｂ－Ａ） △387 △303 △309 △271 －

増減率（％） △1.2 － － － －
前期第2四半期実績 

(平成25年8月期第2四半期） 33,923 536 483 38 1円88銭

  

通期個別業績予想の修正（平成25年9月1日～平成26年8月31日）                       (単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 64,650 30 △25 △360 △17円40銭

今回修正予想（Ｂ） 63,370 △900 △960 △1,100 △53円18銭

増減額（Ｂ－Ａ） △1,280 △930 △935 △740 －

増減率（％） △2.0 － － － －
前期実績 

(平成25年8月期) 68,328 1,233 1,148 138 6円68銭
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２．業績予想との差異及び修正の理由 

（１）第２四半期連結業績予想値との差異の理由 

平成26年 2月 12日に発表しました『業務構造改革』に伴い、1月より店舗の営業時間を短縮したことや

定休日を設けたことにより、上半期（平成25年 9月～26年 2月）の既存店売上高予想としては、対前年比

96.0％を見込んでおりました。しかしながら、営業時間の見直し調整に加えて、2 月にはかつてない大雪の

影響により大幅に減少したため、上半期実績は対前年比94.8％となりました。 

このため、売上高は前回予想を下回りました。また、売上高減少により売上総利益が減少したことが大き

く影響し、営業利益、経常利益、当期純利益とも前回予想を下回りました。 

 

（２）通期連結業績予想の修正理由 

通期につきましても、第２四半期の業績を勘案し、また構造改革に伴い、下半期（平成26年3～8月）も

既存店売上高の減少が見込まれるため、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益とも前回予想を修正する

ことといたしました。 

 

（３）第２四半期個別業績予想値との差異の理由 

第２四半期個別業績につきましても、第２四半期連結業績と同様の要因により前回予想を下回りました。 

 

（４）通期個別業績予想の修正理由 

通期につきましても、第２四半期の業績を勘案し、また構造改革に伴い、下半期（平成26年3～8月）も

既存店売上高の減少が見込まれるため、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益とも前回予想を修正する

ことといたしました。 

 

なお、平成26年８月期の配当につきましては、当初の公表計画通り１株当たり14円（中間６円、期末８

円）を予定しております。 

 

（注）上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績

等は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以上 


